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～本学教員が徳島県「県科学技術大賞」表彰式で表彰～ 

 10 月 28 日、徳島県庁 11 階講堂にて、県科学技術憲章（2014 年 10 月制定）

に基づいて創設された「県科学技術大賞」表彰式が挙行され、9人の個人や団

体が表彰されました。 

 本学からは 2部門に 4名が表彰され、飯泉徳島県知事より賞状及び記念品を

手渡されました。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/23336.html 

 

～全学同窓会「びざん会」をオンラインで開催～ 

 11 月 1 日、全学の同窓会「びざん会」をオンラインで開催しました。 

 本来は、地元徳島と近畿または関東のいずれかで年 2回開催し、同窓生に本

学の現況をお知らせするとともに懇親を深めるのですが、今年は、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大に収束が見られないことから、同窓生に集まっていただ

くリスクを避けるため、オンラインにて実施することとし、約 100 名が参加し

て開催されました。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/23320.html 

 

～大鵬薬品工業株式会社と基礎研究に関する協定書覚書の調印式を挙行～ 

 11 月 10 日、大鵬薬品工業株式会社と基礎研究に関する協定書について、期

間延長の覚書を締結し、調印式を行いました。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/23504.html 

 

～徳島大学公開シンポジウム 「SDGs の達成に向けて」を開催～ 

 11 月 14 日に公開シンポジウム「SDGs の達成に向けて」を開催しました。 

 本シンポジウムは、世界的戦略課題である SDGs 達成に向けて、本学の活動や

関係企業の取組を紹介し、意見交換を行うもので、会場の長井記念ホールと

Zoom によるオンラインで約 100 名が参加しました。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/23463.html 
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～「徳島の文化を学ぶ」オンライン講演会が YouTube テレビトクシマ公式チ 

ャンネルで公開中～ 

 徳島の文化の魅力をより理解していただく貴重な機会ですので 、ぜひご覧く

ださい。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/22271.html 

  

～☆徳島大学定例記者会見～ 

定例記者会見の様子を、YouTube にて公開しています。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/about/publicity/kaiken.html 

 

～☆研究成果報告～ 

 本学の教員が行っている研究の成果をホームページにて報告しています。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/results/ 

 

◇その他の最新情報はこちらをご覧ください。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/information/ 
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～☆徳大広報『とく talk』 No.180-181（2020 年夏・秋号）～ 

 特集 これからの徳島大学 コロナ禍と徳島大学について 

https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/22857.html 

 

～☆Facebook 更新中！～ 

 徳島大学の情報をリアルタイムでおとどけします。 

 ぜひ、「いいね！」よろしくお願いします。 

https://www.facebook.com/tokushima.univ/ 

 

～徳島大学基金への御礼～ 

 2020 年 10 月の 1ヶ月間に、16 名、1団体・法人の皆様よりご寄附をいただ

きました。 

 心より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

https://www.tokushima-u.ac.jp/contribution/foundation/ 

 

♪「とくだい通信」 バックナンバーはこちら 

https://www.tokushima-u.ac.jp/about/publicity/tushin_bak.html 
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○●編集後記●○ 

先日の定例記者会見にて、e スポーツの世界大会で優勝した学生さんが「精神

科医になって「ゲーム障害」の治療に経験を役立てたい」と仰っていました。 

たしかに、元世界チャンピオンのお医者さんが言う言葉であれば、説得力もか

なりのものかと思います。 

彼が言うには、学業と e スポーツの活動を両立させるためには「メリハリ」が

必要とのこと。普段の生活でも重要なことですね。 
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